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※いわて防災学教室のバックナンバーは、岩手大学

地域防災研究センターのホームページ「公開情報」

で閲覧できます。

　iPad、iPhoneの3D LiDAR機能
（Apple公式HPより）

　近年、土砂災害は激甚化しており、発生件数は増

加傾向にあります。昨年７月には静岡県熱海市伊豆

山で大規模な土石流が発生し、死者26名、行方不明

１名、負傷者３名が出る災害が発生しました。本県

の三陸沿岸地域では令和元年10月に台風19号により

98カ所にも及ぶ土砂災害が発生しています。土砂災

害は斜面や谷に不安定な風化土層や転石、砂礫など

（ここでは「不安定な土砂」と呼びます）が存在す

ることで、発生するものです。しかし、事前に「い

つ」、「どこで」、「どのくらい」の規模の災害が発生

するか把握することは困難です。現状では、危険個

所において、こうした「不安定な土砂」の存在を精

度良く把握することが急務です。

　近年、レーザー計測機器が防災分野の現地調査で

活用されつつあります。特に、航空レーザー測量は

河川氾濫、土石流、地震、火山噴火などの自然災害

対策に大きく貢献してきています。最近は航空レー

ザー計測以外にも、ドローンによるレーザー測量や、

地上から計測を行う携行可能なレーザー計測機器な

ども活用されつつあります。

　2020年10月に発売された「iPad Pro」および「i

Phone12Pro」（Apple）にライダー機能（3D LiDAR

機能）がスマートフォン、タブレットPCに初めて

搭載されました（写真）。本機能は、光が物体に反

射して戻るまでの時間を計測し、深度マップを作成

しAR体験が手

軽にできるよう

に、また、薄暗

い場所でも正確

に焦点を合わせ

る事ができるよ

うになり、写真

やビデオ撮影の

機能が向上して

います。専用の

アプリをインス

トールすること

で点群の取得も

可能になってい

ます。本機器が

防災分野でも利

用可能なのかと考えました。しかし、「iPad Pro」お

よび「iPhone 12Pro」の3D LiDAR機能は、アプリ

内でどのように処理されているかは、非公開になっ

ているため、精度が分からず、実際に実用可能か判

断できません。

　そこで、室内で「iPad Pro」を用いて、精度の検

証を行い、斜面における調査、点検に活用できるか

について検討を行いました。室内試験の結果、分か

ったことは以下の通りです。

①計測対象物まで２ｍ以内であれば大きさ30㎝程度

の物体を認識し、大きさの計測が可能（Apple公

式HPではライダー機能は５ｍ以内と記載）

②点群を取得するためには専用のアプリが必要。本

検討ではアプリとしてprono-Construction（プロ

ノハーツ㈱）を用い１ｍ地点から撮影したところ、

実際のモデルとの差は１㎝以内だった

③撮影対象物のエッジ（角）の表現がやや難しい。

しかし、対象物全体を撮影することで、エッジ（角）

の表現はある程度解消できる

④材質は木材が塩ビやステンレスよりも捉えやす

く、円形のものより、四角いものの方が撮影の精

度は高い

⑤暗所でも撮影が可能である

　なお、iPhone、iPadとも本機能の精度は同一と考

えられます。本機器による一連の計測・処理時間は

数分程度と非常に短く、計測するには本機だけを準

備すれば良いです。以上のことから、iPadおよび

iPhoneを用いて撮影する際には、対象物から２ｍ以

内で撮影を行うこと、重点的に計測したい対象物は

全体が映るように動きながら撮影することに留意す

ると良いです。これらを踏まえ、iPadおよびiPhone

の3D LiDAR機能は従来の携行可能なレーザ計測機

器に比べて安価かつ軽量であり、土砂災害の原因と

なる「不安定な土砂」を簡易的に把握することは可

能と考えます。さらに、斜面防災における新たな計

測ツールとして、簡易的な調査や点検、測量などに

は有効であると考えます。特に、落石調査では、斜

面上の浮石や転石を一つ一つ計測しなければいけな

いため調査に時間がかかるので、とりわけ有効と考

えています。次回では本機器をドローンに搭載して

の計測や砂防施設などの維持管理面などへの適用に

ついて紹介します。

　本報告においては、国際航業㈱、アジア航測㈱、

プロノハーツ㈱の皆様、岩手大学地域防災研究セン

ターの福留邦洋教授、岩手大学大学院連合農学研究

科博士課程の松嶋秀士氏にご協力をいただきまし

た。ここに記して感謝の意を表します。なお、本報

告は岩手大学農学部森林科学科の小高敦志くん（現

：宮城県庁）が卒業論文として取り組んだものです。
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県大船渡審査指導監　　　　　　

　県沿岸広域振興局大船渡審査指

導監は21日付で、総合評価落札方

式で実施する森林管理道平根山線

（第２工区）開設工事など３件を

公告した。入札参加希望者は入札

参加申請書を電子入札システムに

より29日正午までに提出するこ

と。入札は７月６日（２件）、13日

（１件）を予定している。

▽綾里漁港水産生産基盤整備（船

揚場その１）工事（簡易２型）

施行地　大船渡市三陸町綾里地先

工　期　218日間

工事内容　船揚場（改良）48ｍ

予定価格　3505万2000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区）、沿岸広域振興局（本

局、大船渡地区）に建設業法に

基づく主たる営業所を有するこ

と。または、土木工事Ｂ級資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。2007年４月１日以降に、元

請けとして海中工事（船舶等を

使用する工事でしゅんせつ工事

以外のものまたは水面下ゼロメ

ートル以下の潜水士による作業

を伴う工事）を施工した実績を

有すること

▽広田漁港水産生産基盤整備（船

揚場）工事（簡易２型）

施行地　陸前高田市広田町地先

工　期　196日間

工事内容　船揚場（８－４）46.1

ｍ、船揚場（８－５）付属工58

ｍ

予定価格　4431万1000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区、一関地区）、沿岸広域

振興局（本局、大船渡地区）に

建設業法に基づく主たる営業所

を有すること。または、土木工

事Ｂ級資格者で、岩手県内に建

設業法に基づく主たる営業所を

有すること。2007年４月１日以

降に、元請けとして海中工事（船

舶等を使用する工事でしゅんせ

つ工事以外のものまたは水面下

ゼロメートル以下の潜水士によ

る作業を伴う工事）を施工した

実績を有すること

※以上２件

入札予定日時　2022年７月６日17

時まで

開札予定日時　2022年７月７日13

時30分

▽森林管理道平根山線（第２工区）

開設工事（簡易２型）

施行地　陸前高田市矢作町字坂下

地内

工　期　2023年３月15日まで

工事内容　林道開設285（60）ｍ、

幅員4.0ｍ、林道土工１式、路

盤工993.2㎡、法面工2586.7㎡、

擁壁工102ｍ、排水施設工23.3

ｍ、防護柵工１式、標識工１式、

支障木伐採１式、林道土工（附

帯工）１式、法面工（附帯工）

549.2㎡、支障木伐採（附帯工）

１式

予定価格　7971万2000円

入札参加資格　土木工事Ａ級資格

者で、県南広域振興局（本局、

花巻地区、一関地区）、沿岸広域

振興局（本局、大船渡地区）の

区域に建設業法に基づく主たる

営業所を有すること

入札予定日時　2022年７月13日17

時まで

開札予定日時　2022年７月14日13

時

▼以上３件

参加申請書の受付　2022年６月29

日正午まで

………………………………………

県企業局　　　　　　　　　　　

　県企業局は21日付で、条件付一

般競争入札で実施する岩洞第一発

電所放流弁設備概略設計業務委託

を公告した。入札参加希望者は入

札参加申請書を電子入札システム

により29日正午までに提出するこ

と。入札は７月６日を予定してい

る。

▽岩洞第一発電所放流弁設備概略

設計業務委託

施行地　盛岡市日戸地内

期　限　2023年３月10日まで

業務内容　概略設計一式

入札参加資格　土木関係建設コン

サルタント業務に登録されてい

る者のうち電力土木を申請業務

としている者であること。2012

年４月１日以降に、元請けとし

て電力土木施設における新設設

計または補修設計業務を受注し

た実績を有すること

参加申請書の受付　2022年６月29

日正午まで

入札予定日時　2022年７月６日17

時まで

開札予定日時　2022年７月７日10

時

………………………………………

奥州市財政課　　　　　　　　　

　奥州市財政課は、南在中道線岩

沢橋橋りょう修繕工事など９件を

指名通知した。入札は23日に行わ

れる。

▽十文字線ほか舗装新設工事

施行地　奥州市前沢古城字亀田地

内ほか

工　期　132日間

入札時間　９時30分

▽高谷宿下玉ノ木線舗装修繕工事

施行地　奥州市水沢字水神地内

工　期　112日間

入札時間　９時45分

▽見分森線見分森橋橋りょう修繕

工事

施行地　奥州市水沢字森下地内

工　期　152日間

入札時間　10時

▽陳馬地線舗装修繕工事

施行地　奥州市江刺梁川字二渡地

内

工　期　102日間

入札時間　10時15分

▽南在中道線岩沢橋橋りょう修繕

工事

施行地　奥州市前沢生母字南在地

内

工　期　154日間

入札時間　10時30分

▽下川原力石線測量設計業務

施行地　奥州市江刺愛宕字酉丸地

内

期　限　2023年３月20日まで

入札時間　10時45分

▽奥州市橋りょう点検その１業務

施行地　奥州市内（江刺地区以外）

期　限　173日間

入札時間　11時

▽奥州市橋りょう点検その２業務

施行地　奥州市内（江刺地区）

期　限　173日間

入札時間　11時15分

▽令和４年度地籍調査事業地籍測

量業務（20190321502計画区）

施行地　奥州市江刺梁川地内

期　限　2022年11月30日まで

入札時間　11時30分

▼以上９件

入札月日　2022年６月23日

………………………………………

宮古市契約管財課　　　　　　　

　宮古市契約管財課は21日付で、

条件付一般競争入札で実施する小

堀内漁港（小堀内地区）臨港道路

越波対策工事など６件を公告し

た。入札書類の到着期限は７月４

日。

▽小堀内漁港（小堀内地区）臨港

道路越波対策工事

施行地　宮古市田老字向新田地内

工　期　239日間

工事内容　施工延長Ｌ＝9.0ｍ、

土工（掘削工）143㎥、基礎工

（転石均し）194㎡、消波工（消

波ブロック５ｔ型製作・据付）

Ｎ＝75個、転石再設置（平均質

量６ｔ）Ｎ＝31個、構造物撤去

工（転石撤去・据付）Ｎ＝253

個、仮設工Ｎ＝１式

予定価格　1723万4000円

入札参加資格　次の条件など全て

に該当する者。2021・22年度市

営建設工事競争入札参加資格者

名簿の土木工事に市内業者また

は準市内業者として登録されて

いる者。2007年４月１日以降に、

元請け（共同企業体にあっては、

代表者として施工した工事に限

る）として海中工事（水面下ゼ

ロメートル以下の潜水士による

（７面へつづく）


